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次の非局所拡散を伴う反応拡散系の進行波の安定性を論じる．
(ui)t(x, t) = diNiui + ui(x, t)gi(u(x, t)), (x, t) ∈ R× (0,∞), 1 ≤ i ≤ m. (P)

ここで u(x, t) := (u1(x, t), . . . , um(x, t)), di > 0, gi ∈ C1([0,∞)m)であり，

Niui :=

∫
R

Ji(y)ui(x− y, t)dy − ui(x, t) = (Ji ∗ ui − ui)(x, t).

また，関数 Ji は次の性質を満たす．
(J1) Ji ≥ 0 は滑らかな偶関数; (J2)

∫
R
Ji(y)dy = 1;

(J3) ある λ̂i ∈ (0,∞]が存在して，任意のλ ∈ (0, λ̂i)に対して
∫
R Ji(y)e

λydy < ∞

であり，
∫
R
Ji(y)e

λydy → ∞ as λ ↑ λ̂i.

反応拡散系 (P) の異なる定常平衡点 E± を結ぶ進行波解 {c,Φ}とは，Φ :=
(ϕ1, . . . , ϕm)に対して，ui(x, t) = ϕi(x − ct)と表せる解のことである．ただし，
Φ(−∞) = E−,Φ(∞) = E+ が成り立つとする．非局所拡散を伴う反応拡散系の
進行波の存在と非存在は広範に研究されている．単独方程式 ([1])や，順序構造が
利用できる協調系の場合には進行波の最小速度を導き出すことができる ([5])．近
年，比較原理が成り立たない捕食被食系や感染症モデルに対しても進行波が構成
されている ([10, 8, 2, 9, 7, 12, 6])．
本研究の目標は，(P) に対する進行波解の安定性を，統一的な観点から証明す

ることである．非局所拡散を伴う協調系における進行波解の安定性は，協調系の
順序保存性を用いた一般的な方法によって導出できる ([11])．ところが，非協調
系においては，比較原理が成り立たないため，進行波の安定性に関する研究はほ
とんど行われていない．本講演で紹介する Theorem 1 を応用すれば，捕食被食
系についての [2, 9, 7, 12, 6]や，感染症モデルについての [10, 8] などに対して，
重み付き空間の意味での進行波の安定性を証明できる．
進行波の安定性を研究するために，動座標 z := x− ct を使用する．以下，(P)

の正値解 u(x, t) に対して z 座標に関して対応する関数を ui = ui(z, t) と書くこ
とにする．さて，進行波の安定性に関する主定理を述べる．
Theorem 1 (Stability Theorem [4]) di = 1 および Ji = Jを仮定する．また
N [ui] := J ∗ui−ui とする．すべての c ≥ c∗ に対して (P) が正の進行波解 {c,Φ}
をもつとする．ある正の定数 R に対して

cR := inf
0<λ<λ̂

G(λ) ≥ c∗, G(λ) :=

[∫
R J(y)e

λydy − 1
]
+R

λ
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であると仮定する． c ≥ cR に対する (P) の正の進行波解を {c,Φ} とする．適当
な正の定数 σi(1 ≤ i ≤ m) が存在して，相対エントロピー関数

W (z, t) :=
m∑
i=1

σi

(
ui(z, t)− ϕi(z)− ϕi(z) ln

ui(z, t)

ϕi(z)

)
が以下を満たすとする．

Wt ≤ N [W ] + cWz +RW, (z, t) ∈ R× (0,∞).

さらに λc < λ̂ は G(λ) = c の最小の正の根とし，eλczK[u0],F [eλczK[u0]] ∈ L1(R)
を仮定する．このとき，各 z ∈ Rにおいて t → ∞ のとき，u(z, t) → Φ(z)．
我々は，通常の (局所)拡散に対する反応拡散方程式系における進行波の安定

性に関する一般論 ([3])を非局所拡散の場合に拡張して Theorem 1を得た．
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